
10月9日、ようやくガザでの停戦と人質解放の合意が成立しました。
長い長い2年間に、220万人の人口のうち6万8,000人以上が犠牲となり、
17万人以上が負傷しました。ガザ市の90%がガレキとなっています。
この停戦がいつまで続くのか？
現地では喜びと不安が錯綜している中、依然として人道状況は改善されておらず、
雨季でもある冬を前にして、疲れ切った人々をこれからも支えなければなりません。
これまでのご支援に感謝申し上げるとともに、継続したご協力をお願い申し上げます。

ガザからの報告（当会現地職員とパートナー団体から）
停戦の背景と今後（鈴木啓之さんインタビュー）　
よくあるご質問にお答えします
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